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（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

米
の
食
味
検
査
21
万

円
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
販
売

に
結
び
つ
け
る
の
か
。

　

米
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
に
活
用

し
、
ほ
か
の
米
と
差
別
化
を
し

た
い
。
ま
た
、
試
食
販
売
や
国

見
独
自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
成
な

ど
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

農
産
物
の
６※

次
化
の

進
め
方
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　

６
次
化
に
は
、

農
家
が
自
分
で
加

工
な
ど
を
す
る
方
法
と
農
家
が

農
産
物
を
専
門
業
者
に
委
託
し

て
飲
料
や
菓
子
に
加
工
す
る
方

法
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
を
並
行

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

有
害
鳥
獣
対
応
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、

有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
へ
の
報

酬
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

実
施
隊
に
は
町

臨
時
職
員
の
賃
金

を
参
考
に
し
て
１
時
間
あ
た
り

８
９
０
円
の
報
酬
を
支
払
っ
て

い
る
。（

渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
３
０
０
０
万
円
の
内
容
と

宅
の
入
居
者
な
ど
が
希
望
す
れ

ば
入
居
は
可
能
か
。

　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

老
朽
住
宅
は
、
北
古
舘

と
南
古
舘
の
約
50
戸
。
耐
用
年

数
間
近
の
住
宅
は
、
日
渡
、
宮

前
、大
坂
の
合
計
約
２
０
０
戸
。

入
居
者
は
約
５
０
０
人
。
除
却

計
画
が
あ
る
北
古
舘
は
新
規
に

は
入
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
住
宅

は
修
繕
し
て
入
居
が
可
能
。
ま

た
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
希
望
者

は
い
る
が
、
家
賃
が
か
か
る
た

め
進
ん
で
い
な
い
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

消
防
施
設
費
は
前
年

度
比
２
２
７
万
円
も
減
額
さ
れ

て
い
る
。
防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
設
置
数
が
減
っ
た
も
の
だ

が
、
人
の
生
命
と
財
産
を
守
る

の
に
重
要
な
設
備
で
予
算
を
減

ら
し
た
理
由
は
。

　

町
全
体
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
、
消

防
、
防
災
全
体
で
の
予
算
配
分

と
な
る
。
結
果
と
し
て
消
防
設

備
分
が
減
っ
た
も
の
。
来
年
度

実
施
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。

　

森
林
の
除
染
と

し
て
間
伐
を
す
る

も
の
。
新
年
度
は
阿
津
賀
志
山

周
辺
で
実
施
し
、
間
伐
す
る
前

の
現
地
調
査
や
所
有
者
の
同
意

な
ど
事
前
調
査
を
進
め
る
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

米
の
食
味
検
査
機
械

を
道
の
駅
な
ど
に
設
置
し
、
農

家
の
負
担
を
減
ら
せ
な
い
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
の
た
め
に
は
、

信
頼
性
の
あ
る
専
門
機
関
へ
の

依
頼
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
生
産
農
家
な
ど
と

協
議
を
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

老
朽
公
営
住
宅
除
却

工
事
費
３
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
古
い
町
営
住
宅
の
戸
数
と

入
居
者
数
は
。
ま
た
、
仮
設
住

も
効
果
を
上
げ
る
最
良
の
配
分

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
送

迎
委
託
業
務
に
つ
い
て
、
バ
ス

の
出
発
時
間
が
変
更
に
な
り
、

早
ま
る
の
で
は
と
い
う
子
ど
も

や
保
護
者
の
不
安
の
声
を
聞
い

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
す
る
児
童

が
約
30
人
減
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
停
留
所
や
バ
ス
の
台
数
、

コ
ー
ス
な
ど
を
保
護
者
代
表
、

学
校
、
教
育
委
員
会
で
全
般
的

に
協
議
し
て
い
る
。
保
護
者
の

声
も
聞
い
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

中
尊
寺
ハ
ス
育
成
団

体
補
助
金
85
万
円
に
つ
い
て
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
も
あ
り
、
中

尊
寺
ハ
ス
は
町
の
観
光
資
源
と

問

問

問

問

問

問

問

問問

建
設
課
長

米
検
査
の
活
用

方
法
は

６※

次
化
の
推
進

方
法
は

消
防
施
設
費
を
減
額

し
て
町
を
守
れ
る
の
か

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に

不
安
の
声
が
あ
る
が

有
害
鳥
獣
対
策

へ
の
支
援
は

森
林
再
生
事
業
の

内
容
と
場
所
は

米
検
査
の
負
担
を

軽
減
で
き
な
い
か

ハ
ス
池
の

管
理
方
針
は

古
い
町
営
住
宅
は

入
居
可
能
か

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

学
校
教
育

課
　
　
長

※
6
次
化
と
は

　

農
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
が
第
２
次
産
業（
食
品
加

工
）、
第
３
次
産
業（
流
通
販

売
）に
業
務
展
開
す
る
こ
と
。

そ
れ
ら
の
数
字
を
足
し
て
も

掛
け
て
も
６
と
な
る
た
め
、

６
次
化
産
業
と
呼
ば
れ
る
。

町
長
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し
て
と
て
も
重
要
に
な
る
が
、

今
後
も
管
理
を
育
成
団
体
に
ま

か
せ
る
の
か
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
よ
る
ハ

ス
池
や
周
辺
整
備
は
平
成
29
年

度
以
降
の
計
画
で
あ
り
、
当
面

は
育
成
会
に
管
理
を
お
願
い
す

る
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

職
員
数
は
前
年
度
と

比
べ
て
10
人
増
の
１
１
５
人
で

あ
る
。
震
災
の
影
響
も
あ
り
増

加
し
て
い
る
が
、
町
の
適
正
規

模
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

職
員
数
は
今
が
最
大

と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
復
旧
・
復
興
、
元
気
活
力
事

業
の
減
で
職
員
数
も
減
る
見
込

み
。
適
正
規
模
は
、
震
災
前
の

約
１
０
０
人
と
考
え
て
い
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
の
説
明
に

「
年
金
受
給
者
の
年
金
を
担
保

に
借
り
入
れ
を
行
い
、
本
税
を

納
税
す
る
」
と
あ
る
が
、
生
活

費
を
削
っ
て
で
も
返
す
と
い
う

指
導
は
問
題
で
は
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務

で
あ
り
、
公
平
、
公
正

に
負
担
す
る
た
め
に
は
必
要
と

考
え
る
。
法
律
の
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
の
助
言
で
あ
り
、
最

低
制
限
の
生
活
を
保
障
し
な
が

ら
も
無
理
の
な
い
返
済
計
画
で

の
借
り
入
れ
に
な
っ
て
い
る
。

（
渋
谷
福
重
議
員
）

　

東
京
く
に
み
会
事
業

委
託
料
２
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

町
外
か
ら
応

援
し
て
く
れ
る

人
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
新
年
度
で
は
ふ
る

さ
と
会
を
設
立
し
、
そ
こ
を
中

心
に
町
を
応
援
し
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問

問

問

総
務
課
長

税
務
課
長

職
員
数
の
適
正

規
模
は

納
税
相
談
に
問
題

は
な
い
の
か

東
京
く
に
み
会
の

今
後
の
展
開
は

企
画
情
報

課
　
　
長

生
涯
学
習

課
　
　
長

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
管
理

委
員
と
そ
の
補
充
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
推
薦
さ

れ
た
次
の
８
人
が
当
選
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
４
月
３

日
ま
で
の
４
年
間
。

　

な
お
、
４
月
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
齋
藤
弘
委
員
が
委
員
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　

齋
藤　
　

弘
氏
（
耕
谷
）

　

木
村　

正
義
氏
（
川
内
）

　

髙
橋　

一
博
氏
（
高
城
）

　

武
田　

睦
子
氏
（
第
３
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

第
１
順
位　

安
藤　

宏
美
氏

�

（
前
田
）

　

第
２
順
位　

佐
々
木
和
保
氏

�

（
宮
町
北
）

　

第
３
順
位　

佐
藤　

吉
茂
氏

�

（
第
７
）

　

第
４
順
位　

松
浦　

光
子
氏

�
（
大
木
戸
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

人

事

新
選
挙
管
理
委
員
長

に
齋
藤　

弘
氏

任
期
満
了
に
よ
り
、
奥
山
宏
氏

（
宮
町
北
）
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

　

入
山
財
産
区
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
７
人
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
31
年
５
月
５
日
ま
で
の
４
年

間
。

　

中
野　

一
雄
氏
（
鶉
町
）

　

菊
地　

武
雄
氏（
石
母
田
原
）

　

佐
藤　

和
夫
氏
（
第
４
）

　

實
沢　

勝
範
氏
（
第
９
）

　

阿
部　

洋
一
氏
（
大
木
戸
）

　

後
藤　

克
好
氏
（
高
城
）

　

鈴
木　

耕
治
氏
（
川
内
）

　

渇
水
対
策
施
設
財
産
管
理
委

員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の

７
人
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
３
月
14

日
ま
で
の
４
年
間
。

第
１
号
委
員
（
石
母
田
地
区
）

�

松
浦　

勝
吉
氏
（
石
母
田
西
）

第
２
号
委
員
（
大
木
戸
〔
山
根
〕

地
区
）

　

菊
池　

勝
雄
氏

　

大
内　
　

茂
氏

第
３
号
委
員
（
貝
田
地
区
）

　

齋
藤　

修
一
氏

　

松
田　

富
男
氏

　

松
浦　

美
孝
氏

　

大
沼　

剛
司
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
奥
山
宏
氏
を
再
任

齋藤　弘氏

入
山
財
産
区
委
員
に

７
人
を
選
任

渇
水
対
策
施
設
財
産

管
理
に
７
人
を
選
任
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